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要 旨  

世界保健機関（WHO）では，特に小学校での紫外線対策の取り組みが重要であると指摘している。なぜ  

なら，紫外線対策を最も受け入れやすいのが小学生であり，紫外線被ばくから自衛する能力を小学校教育で  

身に付ければ，その後の人生でより健康的なライフスタイルを保てるという考えからである。そこで，本研  

究では，小学校において，環境に適応した衣服着用に関する授業の実践を行った。その際，UVカットの  

製品という実物教材やゲームを取り入れることで児童が楽しみながら学べるように， 授業の構成を試みた。   

その結果，児童は紫外線についての知識を持っているが，正しい知識だけではないので，授業の中で学ぶ  

必要があることが明らかとなった。紫外線対策教育は，小学校家庭科における衣服の着装についての学習を  

従来の暑さ寒さの衣服の脱ぎ着による温度調節に終わらず，環境と言う視点で深めさせることができた。ま  

た，実物教材やゲームを取り入れることで，児童の紫外線に対する興味・関心，学習意欲を高めることがで  

きた。ただし，ビンゴゲームを授業の中に取り入れると児童は楽しく学習を進めることができるが，熱中し  

過ぎるという課題もある。ゲームを進める際のルールや工夫が必要であることも分かった。  

特に，皮膚ガンの発生率が高いアメリカ，フラ  

ンス，カナダ，オーストラリア，北アイルランド  

では，国をあげて紫外線対策を打ち出している。  

子どもが理解できるような紫外線についての教室  

を設けたり，ポスターによって警告したり，キャ  

ラクターをつくって印象付けたりしている1）。  

オーストラリアでは帽子をかぶりUVカットク  

リームを塗らないと外に出ることはできない。ま  

1．研究の目的  

最近，「UVカット」「紫外線対策」と善かれた  

衣服を目にするようになった。これはオゾン層の  

破壊という環境問題を受け，紫外線が人体に悪い  

影響を与えることのないようにしようと考えられ  

た製品であるが，こうした製品からも，紫外線対  

策に関心が向けられ始めたことがわかる。  
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